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研究成果の概要（和文）：本研究が設定した目的は、①社会教育の場におけるセクシュアル・マイノリティ関連
事業の成果と課題を整理し、②それらに対するセクシュアル・マイノリティ当事者（支援）団体が求める配慮の
実際を検討するとともに、③そのような配慮にもとづく教育・学習を検討し、かつ、④社会教育専門職養成にお
けるジェンダー・セクシュアリティ問題学習プログラムを考察することであった。研究期間中におけるコロナウ
ィルス感染拡大を受けた制限のために④は理論的な基盤を整理するにとどまったが、①および②の資料収集、③
の先行研究の整理・検討にもとづいて、学習者の尊厳を守る学習支援と、そのための社会教育専門職養成の視点
を示した。

研究成果の概要（英文）：This research project aims at creating the theoretical basic for learning by
 professionals of adult education and community learning through studying Gender Equality Promotion 
Centers' learning projects about sexual orientations and gender identities, reactions to those by 
sexual  minorities and their supporters and researching the learning practices of such professionals
 in the field of adult education and community learning. Although research of this project had been 
restricted because of COVID-19 pandemic, the every possible research means had been taken, and the 
theoretical perspectives of protecting learners' dignity was found as the professionalism of adult 
education and community learning. 

研究分野：社会教育・生涯学習
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研究成果の学術的意義や社会的意義
今日、セクシュアル・マイノリティの権利保障に関わって、多様な対策が講じられている。 このような状況の
なか、社会教育の場では、セクシュアル・マイノリティに関わる教育・学習事業が展開されているが、とりわ
け、現行のジェンダー問題学習との関連において、それらの理論的・実践的な基盤は必ずしも明らかではない。
このような社会的、かつ学術的な状況に対して、本研究は、セクシュアル・マイノリティへの配慮を保証する教
育・学習の理論的基盤を提示し、それらにもとづく社会教育専門職養成におけるジェンダー・セクシュアリティ
問題学習の理論的基盤を検討したことに意義を有する。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
 今日、セクシュアル・マイノリティの権利保障に関わって、国や自治体による法制度の検討や
行政による啓発活動など、多様な対策が講じられている。しかしながら、社会教育の場における
セクシュアル・マイノリティへの配慮は緊要でありながらも必ずしも十分に検討されてきたと
は言えない。東京都府中青年の家（現在は閉鎖）という社会教育施設における同性愛者差別事件
の判決（1997 年）に際し、「少数者である同性愛 者をも視野に入れた、肌理の細かな配慮が必
要であり」、 「無関心であったり知識がないということは公権力の行使に当たる者として許され
ない」とされたことは、社会教育の実践と理論にとって、セクシュアル ・ マイノリティの十全
な学習権保障を対象化する契機となったはずである。 
他方、1975 年の国際女性年から 1999 年の男女共同参画社会基本法の制定に至る経緯のなか
で、社会教育施設としての公民館などに加えて、地方自治体は男女共同参画関連施設を設置し、
それらにおける女性問題・ジェンダー問題学習の内実の検討が行われてきた。今日、これら男女
共同参画関連施設のなかには、その事業としてセクシュアル ・ マイノリティを取り上げ、それ
らに関わる情報や学習機会の提供を行っている施設がある。このようなセクシュアル ・ マイノ
リティをめぐる事業の展開は、当事者たちの顕現と社会的な状況の変化のなかで、男女共同参画
のあり方そのものを問い直すものである。そもそも、男女共同参画行政は、男女共同参画社会基
本を根拠とし、男女の、とりわけ、女性の人権の尊重を求める事業を旨とし、「性別」や「性的
指向」そのものの問い直しは、従来の男女共同参画行政の枠内には存在しなかった。 
社会教育および男女共同参画の場におけるジェンダー問題学習との関連において、セクシュア
ル・マイノリティの権利保障をどのように関連づけえるのか、それらの場における学習を支える
社会教育専門職の養成においてこのことはどのように引き受けられるのかは、実践的、理論的に
十分に検討されていない。 
 
 
２．研究の目的 
 
本研究が設定した目的は、以下の 4点であった。 
① 社会教育の場におけるセクシュアル・マイノリティ関連事業の成果と課題を整理、検討する
こと 
② それらに対するセクシュアル・マイノリティ当事者（支援）団体が求める配慮の実際を検討
すること 
③ これらのことを踏まえながら、セクシュアル・マイノリティへの配慮を保証する教育・学習
の理論的、かつ、実践的な基盤を提示すること、 
④ それらにもとづく社会教育専門職養成におけるジェンダー・セクシュアリティ問題学習プロ
グラムの理論的・実践的な基盤を検討すること 

 
 
３．研究の方法 
 
 上記の目的のために 3つの課題、すなわち、第一に、男女共同参画行政によるセクシュアル・
マイノリティ関連事業の意義と課題を検討すること、第二に、セクシュアル・マイノリティ当事
者(団体)が学習の場に求める配慮の実際を整理すること、そして第三に、社会教育専門職員によ
るジェンダー・セクシュアリティ問題学習プログラムのための理論的・実践的な検討を設定した。 
 これらの課題に応答するため、継続的にセクシュアル・マイノリティ関連事業を行っている施
設における資料収集、男女共同参画行政と連携しながら活動するセクシュアル・マイノリティの
当事者(支援)団体へのインタビュー調査を行うとともに、関連する国内外で収集した文献にも
とづく検討を行った。 
 
 
４．研究成果 
 
上記、研究の目的で述べた 4点に関わって、研究期間中に生じたコロナウィルス感染症拡大を
受けた研究方法の変更や、フィールドワークおよびインタビュー調査の制限により、④、つまり
は社会教育専門職養成におけるジェンダー・セクシュアリティ問題学習プログラムの理論的・実
践的な基盤の検討に関わっては理論的な基盤を整理するにとどまった。 
しかしながら、研究目的の①、つまりは、社会教育の場におけるセクシュアル・マイノリティ
関連事業の成果と課題の整理、検討、および②、社会教育の場に対してセクシュアル・マイノリ
ティ当事者（支援）団体が求める配慮の実際の検討、さらに③、セクシュアル・マイノリティへ



の配慮を保証する教育・学習の理論的、かつ、実践的な基盤に関わる先行研究の検討にもとづい
て、学習者の尊厳を守る学習支援と、そのための社会教育専門職養成の視点を示すことができた。
このことは、先に述べた研究開始当初の背景、つまりは、セクシュアル・マイノリティの権利保
障に関わってさまざまに展開される状況や、それらを捉える学術的な状況に対して、セクシュア
ル・マイノリティの問題として閉じられず、当事者性の有無を問わず、性と生に関わる尊厳を守
り、守られるための教育・学習と、それを支える専門職養成の視点が求められることの確認を求
めるものである。 
この間の感染症拡大は、人と人のあいだの距離を問うことによって、社会教育の場における学
習とその支援の関係に対しても大きな問い直しを求めた。このことを踏まえた検討は、未だ十分
でない。本研究課題にかけられた研究方法上の制限から、さらなる課題が見出されたこともまた、
本研究の成果である。 
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